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【発表のポイント】 

⚫ 社会性行動にかかわる新しい脳波を発見しました。これらの脳波は、前頭皮質や

扁桃体という脳の部位で顕著に生じていました。 

⚫ うつ病や自閉スペクトラム症のモデル動物では、社会性行動が減り、こうした脳波

も減弱しました。 

⚫ 我々にとって重要な「社交性」を司る脳メカニズムの一端を解明し、多様なこころの

状態を読み取る将来技術の開発にもつながることが期待されます。 

 

【概要】 

私たちの生活において、他者と関わるための「社会性」は、こころの重要な性

質の一つです。東北大学大学院薬学研究科の佐々木拓哉教授と久我奈穂子研究

員、東京大学大学院薬学系研究科の池谷裕二教授らは、マウスを用いて、他の動

物と関わるような社会性行動時に前頭皮質や扁桃体などの脳の部位から生じる

電気シグナル（脳波）の測定を行いました。その結果、マウスが社交性を示す時

にのみ顕著に増減する特徴的な脳波のパターンを発見しました。また、このよう

な脳波は、慢性的なストレスでうつ
．．

状態になったマウスや、自閉スペクトラム症

様の社会性が低下したマウスでは、ほとんど観察されなくなりました。逆に、こ

れらの脳波を増強させると、社会性の行動が回復しました。以上より、こうした新しい

脳波パターンが、動物の社会性行動の基盤メカニズムとして働くことが判明し

ました。将来的には、社交性を含む多様なこころの状態を読み取るための重要な

指標の一つになると期待されます。 

この研究成果は、2022 年 5 月 18 日（水曜日）に米国科学誌『eLife』にオン

ライン掲載されました。 

社会性行動を読み取る脳波 
―うつ病や自閉スペクトラム症モデル動物に特徴的な脳の活動を発見― 
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【詳細な説明】 

研究背景 

動物にとって、他者とかかわるための社会性行動（社交性）は重要です。社会

性は、個々の動物におけるこれまでの発達過程や経験、その場の情動、不安感と

いった精神状態など、様々な要素が総合して決定される複雑な性格であり、脳の

メカニズムはほとんど明らかではありませんでした。これまでの多くの研究か

ら、その構成要素である情動や不安には、前頭前皮質や扁桃体という脳の部位が

重要であることは既に知られていました。そこで、東北大学大学院薬学研究科の

佐々木拓哉教授と久我奈穂子研究員、東京大学大学院薬学系研究科の池谷裕二

教授らの研究グループは、これらの脳部位を標的として、社会性行動と神経活動

の関連について詳細に調べることにしました。 

 

研究の概要 

実験動物モデルとしてマウスを用いました。マウスは、ヒトと同様、他者に対

して様々な社会性行動（接触や共感）を示します。我々はまず、マウスの前頭前

皮質と扁桃体に金属で電極を埋め込み、これらの脳部位から生じる電気シグナ

ル「脳波」を計測しました。脳波は、多数の脳神経細胞の集合的な活動として生

じ、様々な周波数帯の電波から形成されます。この波が、覚醒や注意など様々な

脳の状態を反映しており、ヒトとマウスでも多くの性質が共通しています。我々

の解析において、目的のマウスが他者と社会相互作用する時間をビデオで検出

し（図、上段）、脳波を解析したところ、前頭前皮質と扁桃体では、4-7 Hzの周

波数帯の脳波が減弱し、逆に 30-60 Hzの脳波が増強していました（図、下段）。

次に、マウスに慢性的なストレスを負荷し、うつ様の症状を示すマウスを作成し

ました。また、自閉スペクトラム症の症状を示す遺伝子改変マウスを作成しまし



た。こうしたマウスでは、社会相互作用をほとんど示さず、同時に、我々が発見

した脳波パターンもほとんど観察されなくなりました。そこで、こうした脳波パ

ターンに特化して、その強弱を人工的に操作するための新しい遺伝子改変技術・

光操作技術を開発しました。この技術を、上述のような社会性が低下したマウス

に適用して、脳波パターンを正常マウスと同様レベルに回復させたところ、マウ

スの社会性行動が回復しました。 

 

社会的意義と今後の展望 

以上の研究結果は、前頭前皮質と扁桃体の新しい脳波パターンが、社会性行動

の脳メカニズムとして働いていることを示唆しています。今後は、こうした脳波

の増減を一つの標的として、社会性低下を呈するような疾患等の治療法の考案

に貢献できると期待されます。また社交性は、我々のこころの状態とも密接にか

かわる重要な性格です。将来的に、本研究の発見は、社交性を反映した脳活動の

指標の一つとして、他者とのコミュニケーションを円滑に図るための「多様なこ

ころの状態の読み取り」を可能とする新しい技術開発にも貢献できると期待さ

れます。 
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